
 

第
二
十
七
回 
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト 

 
 

十
月
一
日
、
二
日
、
滋
賀
県
高
島
市
で

開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
に
保
存
会
か
ら

高
橋
孝
行
、
松
下 

誠
、
原
田
英
史
、
丸
地

典
利
、
田
中
幸
夫
、
高
橋
義
昌
、
小
山
舜

二
は
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
心
を
躍
ら
せ
、
早
朝
六

時
に
千
枚
田
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
出
発
。
九

時
半
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
参
加
し
た
。 

      

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
児
童
た
ち
の
「
棚
田

へ
行
こ
う
」
の
熱
唱
や
学
生
た
ち
の
「
高

島
市
の
自
然
と
私
の
未
来
」
と
題
し
た
朗

読
が
披
露
さ
れ
た
。 

 

事
例
発
表
「
中
山
間
地
域
の
取
組
と
活

動
紹
介
」
と
題
し
て
滋
賀
県
農
村
振
興
課

の
職
員
か
ら
中
山
間
地
域
の
現
状
と
し

て
、
販
売
農
家
数
は
二
十
年
間
で
半
分
に

減
少
。
・
農
家
就
業
者
の
半
数
以
上
は
七

十
歳
以
上
。
・
三
十
％
以
上
の
農
家
が
耕

作
放
棄
地
を
有
す
る
。
取
組
で
は
「
し
が

の
ふ
る
さ
と
支
え
合
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
企
業
や
大
学
を
巻
き
込
ん
だ
実

践
活
動
、
お
試
し
移
住
な
ど
、
成
果
と
し

て
農
地
や
環
境
保
全
、
地
域
資
源
、
学
び

の
場
な
ど
農
福
連
携
が
創
出
さ
れ
た
。

等
々
、
大
き
な
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。 

 

基
調
講
演  

山
路
永
司
氏 

棚
田
学
会
会
長 

 

演
題
「
棚
田
地
域
の
保
全
と
継
承
」 

 

十
九
㌻
に
及
ぶ
膨
大
な
資
料(

貴
重

な)

を
一
時
間
あ
ま
り
講
演
さ
れ
た
。 

そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

① 

平
成
十
二
年
に
開
始
さ
れ
た
中
山
間 

地
等
直
接
支
払
制
度
の
交
付
金
が
支
払

わ
れ
た
面
積
が
十
五
万
㌶
で
、
現
在
で
も

支
払
い
面
積
に
あ
ま
り
変
動
が
な
い
こ

と
か
ら
本
施
策
の
効
果
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。 

② 

農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能(

洪
水
防 

止
・
水
源
涵
養
・
気
象
緩
和
・
保
健
休
養

等
々
の
機
能)

に
加
え
生
物
多
様
性
の
保

全
を
重
視
し
た
い
。 

③ 

傾
斜1/20

以
上
の
水
田
群
落
。 

棚
田
面
積
の
減
少
の
最
大
理
由
は
労

働
生
産
性
の
低
さ(

農
作
業
の
き
つ
さ)

で
あ
る
。(

単
位
面
積
あ
た
り
の
農
作
業

時
間
で
二
～
三
倍
に
も
な
る
。) 

④ 
(

棚
田
観
光)

、(

棚
田
と
芸
術)

、(

棚 

田
米
の
価
値=
棚
田
独
自
の
環
境
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
な
ど)

。 

そ
の
他
に
「
棚
田
百
選
か
ら
棚
田
遺
産

へ
」、「
保
全
と
継
承
」
な
ど
が
語
ら
れ
た
。 

第
一
分
科
会 

棚
田
を
見
守
る
「
人
」
が
芽

生
え
る
～
関
係
人
口
の
創
出
と
外
部
と

の
連
携
～ 

第
二
分
科
会 

棚
田
に
根
付

く
「
価
値
」
を
繋
げ
る
～
地
域
産
業
の
振

興
と
次
世
代
へ
の
継
承
～ 

第
三
分
科
会 

棚
田
で
囲
む
「
く
ら
し
」
を
感
じ
る
～
農

山
村
の
魅
力
的
体
験
と
移
住
促
進
～ 

 
 
  

特
別
分
科
会 

棚
田
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
四
分
科
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
パ
ネ
リ
ス
ト
で
構

成
さ
れ
、
議
論
さ
れ
た
。 

保
存
会
全
員
は
棚
田
ま
も
り
び
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
。 

 
 

(

つ
づ
く) 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 229 号  

開
催
に
あ
た
っ
て 

現
在
の
棚
田
地
域
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
の
影
響
、
地
理
的
不
利
性
な
ど
か
ら
棚

田
の
保
全
は
も
と
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
お

り
、
集
落
単
独
に
よ
る
状
況
の
打
開
は
容

易
で
は
な
い
。
こ
の
様
な
中
で
、
従
来
の

姿
を
維
持
す
る
た
め
に
地
域
に
出
来
る
新

た
な
可
能
性
を
探
り
、
そ
の
カ
ギ
と
な
る

の
が
「
人
の
つ
な
が
り
」。
地
域
内
、
集
落

間
、
都
市
部
、
異
世
代
と
様
々
な
人
が
つ

な
が
り
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
棚
田
を
守

り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
を
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
、
あ

ら
た
め
て
棚
田
の
持
つ
価
値
、
地
域
の
持

つ
可
能
性
を
見
つ
め
直
す
た
め
「
第
二
十

七
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
を
開

催
す
る
。 



 

棚
田
ま
も
り
び
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

全
国
各
地
の
棚
田
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
地
域
振
興
や
保
全
活
動
に
つ
い
て
、

参
加
者
と
一
緒
に
発
表
し
あ
い
意
見
交

換
が
成
さ
れ
た
。 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

中
島
峰
広
氏 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事 

 

中
島
先
生
は
棚
田
研
究
の
第
一
人
者

で
も
あ
り
、
当
地
で
平
成
十
七
年
に
開
催

さ
れ
た
第
十
一
回
全
国
棚
田(
千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
地
域
の
宝 

こ
れ
か
ら
の
千
枚

田
保
全
に
つ
い
て
探
る
～
み
ん
な
で
語

ろ
う
千
枚
田
～
」
に
も
お
招
き
し
た
由
緒

あ
る
先
生
で
あ
る
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
新
潟
県
十
日
町

の
池
谷
・
入
山
集
落
を
中
心
に
地
域
お
こ

し
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
山
本
浩

史
氏
、
滋
賀
県
大
津
市
の
仰
木
地
域
で
魅

力
あ
る
地
域
の
創
造
を
目
標
に
取
組
ん

で
い
る
上
坂
雅
彦
氏
の
事
例
発
表
を
基

に
意
見
交
換
を
展
開
し
た
。 

 

小
山
は
、
皆
さ
ん
、
得
て
し
て
綺
麗
ご

と
が
多
い
が
、
棚
田
を
守
る
百
姓
は
課
題

尽
く
め
で
、
決
し
て
生
易
し
い
も
の
で
は

な
い
。
今
年
の
事
例
と
し
て
、
開
花
期
の

受
粉
不
良(

日
照
不
足)

、
登
熟
期
の
長
雨

が
災
い
、
稲
刈
り
も
ま
ま
な
ら
ず
、
収
穫

は
四
割
減
。
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル

に
よ
る
被
害
、
特
に
今
年
は
サ
ル
の
被
害

が
大
き
く
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
防
護
柵

で
あ
る
程
度
は
防
げ
る
が
サ
ル
に
於
い

て
は
全
く
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
と
発
言
、

多
く
の
賛
同
者
を
得
た
。 

現
地
見
学
会 

 

 

「
畑
の
棚
田
」
コ
ー
ス 

 

比
良
の
山
裾
に
幾
何
学
模
様
に
広
が

る
三
百
五
十
九
枚
の
石
積
の
棚
田
。
滋
賀

県
で
唯
一
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
の
指
定

棚
田
で
あ
る
。 

 

現
地
見
学
の
印
象
と
し
て
、
「
四
谷
の

千
枚
田
」
は
景
観
、
保
全
管
理
等
々
、
優

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。(

手
前
味
噌
…) 

 

獣 

害 
 

千
枚
田
の
百
姓
は
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ

ル
の
被
害
で
大
変
な
目
に
な
っ
て
い
る
。 

イ
ノ
シ
シ
は
豚
熱(

豚
コ
レ
ラ)

の
発
症

で
減
少
、
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
被
害
は
無
か

っ
た
が
、
今
年
の
盆
過
ぎ
頃
か
ら
急
激
に

出
没(

十
頭
駆
除)

、
稲
ハ
ザ
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。(

写
真
右
上) 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
夜
監
視
に
廻
る
と
五

～
六
頭
が
目
視
さ
れ
る
。
侵
入
防
止
柵
を

設
置
し
て
い
る
も
の
の
未
設
置
の
方
向

か
ら
の
侵
入
被
害
が
大
き
く
、
跳
躍
力
も

高
く
、
電
気
柵
を
飛
び
込
み
侵
入
す
る
な

ど
、
イ
ノ
シ
シ
よ
り
困
っ
て
い
る
。 

 

サ
ル
は
今
ま
で
も
被
害
は
あ
っ
た
も

の
の
今
年
は
千
枚
田
全
域
に
出
没
、
稲
穂

を
す
っ
こ
か
れ
る
し
、
食
べ
ら
れ
る
し
、

た
ま
っ
た
も
の
で
な
い
。
サ
ル
は
身
軽
で

追
っ
て
も
、
追
っ
て
も
限
が
な
い
。
サ
ル

が
で
た
ら
、
お
終
い
だ
…
に
な
ら
な
い
こ

と
を
願
う
。(

写
真
右
上
イ
ノ
シ
シ
の
被

害
、
左
上
シ
カ
と
サ
ル
の
被
害
。
右
下
サ

ル
の
軍
団
、
左
下
海
苔
網
に
絡
ん
だ
シ

カ) 

   

・ 

             

稲
刈
り 

・
九
月
十
六
日
、
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生

(

十
一
名)

に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ
れ
た
。 

                

・
九
月
十
九
日
、
ヤ
マ
サ
ち
く
わ
の
稲
刈

り
を
原
田
英
史(

理
事)

の
指
導
で
佐
藤

社
長
、
従
業
員(

十
五
名)

で
行
っ
た
。 

・
十
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農
学

校
の
稲
刈
り
を
、
雨
天
続
き
の
た
め
農
協

職
員
で
実
施
し
た
。 

視
察
対
応 

・
九
月
十
七
日
、
愛
知
大
学
地
域
貢
献
グ

ル
ー
プ(

五
名)

を
受
入
れ
、
対
応
し
た
。 

・
九
月
二
十
七
日
、
知
立
市
商
工
会
女
性

部(

十
三
名)

の
研
修
対
応
を
し
た
。 

    

畑の棚田にて 

行 
 

令

和

四

年

十
月

十

五

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


